
冬
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
 お
宅
の
水
道
は
だ
い
じ
ょ

ぶ
で
す
か
。
水
道
も
さ
む
さ
は
き
ら
い
で
す
。
防
寒

具
を
忘
れ
ず
着
せ
て
く
だ
さ
い
。
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水
道
の
冬
じ

た
く
 

◇
水
道
管
に
防
寒
具
を
 

水
道
の
じ
や
口
と
立
上
り
管

を
手
布
の
切
れ
は
し
や
、
布
切

れ
を
巻
い
て
保
温
し
て
く
だ
さ

い
。
屋
外
に
あ
る
じ
や
ロ
は
、
 

さ
ら
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を
か

ぶ
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
換
気
こ
う
に
注
意
を
 

冷
た
い
風
や
雪
が
土
台
下
や

換
気
こ
う
か
ら
入
り
ま
す
と
、
 

じ
や
ロ
が
凍
り
ゃ
す
く
な
り
ま

す
。
 ふ
さ
ぐ
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
 

◇
凍
結
防
止
装
置
を
 

・

◇
と
り
つ
什
よ
う
 

凍
結
防
止
の
装
置
に
は
不
凍

水
せ
ん
、
水
抜
せ
ん
、
電
熱
器

が
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

不
凍
水
せ
ん
、
水
抜
せ
ん
は

前
か
ら
使
わ
れ
て
き
た
も
の
で

じ
や
ロ
や
立
上
り
管
か
ら
、
完

全
に
水
を
抜
く
こ
と
に
よ
っ
て

凍
結
を
防
ぐ
も
の
で
す
。
 

最
近
使
わ
れ
て
い
る
電
熱
器

は
、
じ
や
ロ
や
立
上
り
管
に
熱

を
通
し
て
凍
結
を
防
ぐ
も
の
で

取
り
つ
け
が
簡
単
で
す
。
 

水
道
課
で
は
、
こ
と
し
の
四

月
か
ら
水
道
を
新
設
す
る
と
き

は
、
不
凍
水
せ
ん
、
水
抜
せ
ん

か
電
熱
器
を
取
り
つ
け
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
地
面
を
堀
り
お
こ
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〔市役所〕 

◇一般事務・・・12月29日から1月 3 日まで休みます 

◇収納事務（税務課）・・・12月31日正午まで 

◇窓口事務（市民課）・・・12月30日正午まで 

 

 

〔西北中央病院〕 

12月28日 午前中診療 1月1日 休 	診 

12月29日 休 	診 	1月 2 日 午前中診療 

12月釦日 午前中診療 1月 3 日 休 	診 

12月31日 休 	診 	1月 4 日 午前中診療 

 

 

〔市民文化会館〕 

12月28日から1月 4 日まで休みます 

 

 

〔たかせ処理場〕 

12月31日から1月 3 日まで汚物のくみ取りは休み 

ます0 

 

し
て
、
不
凍
水
せ
ん
や
水
抜
せ

ん
を
取
り
つ
け
る
の
は
た
い
へ

ん
で
す
か
ら
、
取
り
つ
け
が
簡

単
で
、
操
作
の
い
ら
な
い
電
熱

器
を
お
進
め
し
ま
す
。
 

電
熱
器
は
、
昨
年
か
ら
使
わ

れ
、
そ
の
効
果
は
実
証
済
で
す

電
熱
器
の
取
り
つ
け
は
、
長

さ
二
りM
も
の
で
約
三
千
五
百
円

四
M
も
の
で
約
四
千
五
百
円
で

す
。
電
気
代
は
、
 一
日
十
時
間

通
電
し
て
四
円
ぐ
ら
い
で
す
。
 

な
お
、
取
り
つ
け
工
事
は
水

道
課
か
、
つ
ぎ
の
市
指
定
水
道

工
事
業
者
が
行
っ
て
お
り
ま
す
 

山
口
水
道

（
電
話
二
九
九
六
）
 

東
洋
水
道
（
”
 
二
七
六
九
）
 

中
野
水
道

（
”
 
二
九
三
二
）
 

西
北
水
道
（
”
呼
八
九
五
五
）
 

北
斗
水
道

（
”
 
三
〇
一
九
）
 

富
士
水
道
 
（
”
 
二
九
二
一）
 

凍
っ
 
た

と
き
の
 

応
 
急
 

手
 
当
 

◇
ご
家
庭
で
き
る
応
急
手
当

水
道
が
凍
っ
た
と
き
は
、
じ

や
ロ
に
タ
オ
ル
や
布
切
れ
を
巻

き
、
熱
湯
を
少
し
ず
つ
か
け
て

く
だ
さ
い
。
軽
い
凍
結
で
す
と

水
が
で
ま
す
。
 

水
が
で
な
い
か
ら
と
い
っ
て

熱
湯
を
直
接
管
の
う
え
に
か
け

ま
す
と
、
破
れ
つ
し
た
り
し
ま

す
。
 ま
た
、
炭
火
な
ど
で
暖
め

る
こ
と
は
火
災
の
原
因
と
な
り

危
険
で
す
か
ら
や
め
ま
し
よ
う

◇
が
ん
こ
な
凍
結
は
 

◇
水
道
課
へ
 

ど
う
し
て
も
、
な
お
ら
な
い

と
き
は
、
水
道
課
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
 

水
道
管
内
の
水
が
凍
る
こ
と

は
、
水
が
氷
と
な
り
、
容
積
が

ふ
え
る
こ
と
で
す
。
 

水
道
料
金
 
は
 

認
定
し
 

ま
 
す
 

水
道
の
メ
ー
タ
ー
が
屋
外
に

あ
っ
て
、
積
雪
の
た
め
検
針
で

き
な
い
期
間
中
（
十
二
月
か
ら

三
月
ま
で
の
予
定
）
 
は
、毎
月

の
使
用
水
量
を
認
定
し
、
水
道

料
金
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
 

雪
ど
け
後
（
四
月
）
 
に
水道

メ
ー
タ
ー
を
検
針
の
う
え
清
算

し
、
過
納
分
の
料
金
を
お
返
し

い
た
し
ま
す
。
 ま
た
、
少
な
か

っ
た
と
き
は
、
不
足
分
を
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
認
定
水
量
は
、
使
用

者
の
こ
れ
ま
で
の
使
用
状
況
を

参
考
に
し
ま
す
。
 



米増収共進会と 

りんご立木品評会 

左から三上さん，小山内さん、高橋さん 町
 
町
 
町
 町
 
町
 
町
 
町
 
町
 町
 

成
 
田
 
町
 

端
 

谷
 
田
 

寺
 
川
 
本

東

鎌

新

柳
 
成
 
田
 栄
 
末
 

1 月ごみ処理日程 

柏 原 町 2.5.13.16.17.19.25.26日 

上平井町 	6.8.9.17.18.19.20.22.23日

下平 井町  6.17.18.19.29日 

大 	町 	3.4.5.旧.19.20.27.29.30日 

寺 	町 	6.8.21.31日 

川 端 町 5.6.9.10.23.24.25.26日 

本 	町 	8.9.10.11.24.25.30.31日 

東 	町 	12.13.16.26.27.29日 

鎌 	谷 	町 	4.5.11. 12. 13. 16.27.31日 

新 	町 	10.11.22日 

柳 	町 	＆9.17.18.27.29.30.31日 

田 	町 	11. 12.13.23.24.25日 

栄 町  10.30日 

末 広 町 20日 

◇定位置定日集収地域◇ 

毎週火曜日 旭町 

毎週水曜日 錦町、幾島町、さつき町、 

毎週木曜日 敷島町、雛田、東雲町 

毎週金曜日 元町、弥生町、平井町、新宮
末広町、岩木町 

第1.3日曜日 平和町，千鳥町，十川町，下平
井町住宅、 Ill園訓'(1!、松島団地 

II」彫×ー~ーノ、 

市
主
催
の
第
三
回
米
増
収
共

進
会
と
第
ニ
回
り
ん
ご
立
木
品

評
会
の
表
彰
式
は
、
十
二
月
七

日
市
民
文
化
会
館
で
行
な
わ
れ

米
作
り
市
一
位
に
十
ァ
ー
ル
当

り
九
三
九
キ

ロ
グ
ラ
ム
 
（
六
・

二
六
五
石
）
 
の
収
量
を
あげ
た

中
泉
の
小
山
内
さ
ん
が
、
二
位

は
七
入
七
キ

ロ
グ
ラ
ム
を
あ
げ

た
俵
元
の
三
上
さ
ん
が
、
三
位

は
七
八
七
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
あ
げ

た
水
野
尾
の
高
橋
さ
ん
が
獲
得

し
ま
し
た
。
 

り
ん
ご
は
、
台
風
の
被
害
で

落
果
し
、
最
終
審
査
が
で
き
な

か
っ
た
の
で
第
一
次
審
査
で
優

秀
な
方

々
に
、
努
力
賞
が
あ
た

え
ら
れ
ま
し
た
。
 （

敬称
略
）
 

△
米
増
収
 

▽
優
等
賞
 
小
山
内
伊
三
美
 

（
中
泉）
 

▽
一
等
賞
 
三
上
卓
司

（
俵

元
）
、
高
橋
佐
次
兵
衛

（水
野
 

関
・

土
岐
さ
ん

が
 

米
作

り
県
ニ
位
 

米
作
り
県
下
一
を
決
め
る
県

米
増
収
共
進
会
の
多
収
穫
部
門

で
、
中
泉
の
関
実
正
さ
ん
が
八

八
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
野
里
の
土

岐
徹
さ
ん
が
入
六
五
キ
ロ
グ
ーフ

ム
の
収
量
を
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ

一
等
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。
 
 

前
落
）
、
高
橋
寿
（
水
野
尾
）
 

阿
部
鉄
四
郎

（羽
野
木
沢
）
、
 

菊
地
千
春
（
稲
実
）
、
吉
岡
勘

十
郎
（
川
山
）
、
阿
部
勇
治

（
 

高
野
）
、
堀
内
信
夫
（
高
野
）
 

高
橋
俊

一
郎

（長
富
）
、
葛
西

栄

一
 
（
七
ッ
館）
、
松
沢
清
治

郎

（川
山
）
、
高
橋
弘
（
水
野

尾
）
宮
崎
丑
太
郎
（
原
子
）
荒

谷
鉄
夫
（
羽
野
木
沢
）
、
小
田

桐
繁
美
（
水
野
尾
）
 

△
り
ん
ご
 

〇
団
体
の
部
 

▽
努
力
賞
 
前
田
野
目
s
s
 

共
防
、
持
子
沢
共
防
、
金
山
S
 

s
共
防
A
組
、
D
組
、
F
組

〇
個
人
の
部
 

▽
努
力
賞
 
小
林
多
三
郎
、
 

阿
部
亥
之
助
（
狼
野
長
根
共
防
 

）
、
大
坂
善
蔵
、
大
坂
健
太
郎
 

（前
田
野
目
共
防
）
、
斎
藤
清

小
笠
原
武
一

（
持
子
沢
共
防）
 

阿
部
清
治
、
鳴
海
繁
八
（
丸
長

り
ん
ご
生
組
）
 
工
藤
甚
一郎
、
 

外
崎
平
内
太
郎
、
岩
崎
繁
雄
、
 

高
橋
作
太
郎
、
木
村
春
夫
、
今

慎
一
郎
、
平
山
重
一
、
森
健
一
 

（
金
山
s
s
共
防
）
 

・

工
事
請
負
希
望
者
は
 
・

”
 

指
名
願
の
提
出
を
 

市
が
お
こ
な
う
工
事
の
請
負

を
希
望
す
る
方
は
、
工
事
指
名

願
に
経
歴
書
、
そ
の
他
必
要
な

書
類
を
添
え
て
、
一
月
末
日
ま

で
に
建
設
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
 

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
建
設

課
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
、
 
 

・

成
人
式
の
通
知
が
．…

・
；
・・

届
か
な
い
方
は
連
絡
を
 

明
年
一
月
十
五
日
『
虎
人
を

祝
う
つ
ど
い
』
が
お
こ
な
わ
れ

ま
す
が
、
該
当
者
は
昭
和
二

十

三
年
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
」
1
 

十

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
巾
内

に
住
居
を
お
い
て
い
る
1
1で
す

該
当
者
に
は
、
 一
月
十

H
こ

ろ
通
知
を
さ
し
あ
げ
ま
す
が
、
 

通
知
が
届
か
な
か
っ
た
方
は
市

教
育
委
員
会
（
電
話
二
L
」ハ
八

番
）
 
へ
ご連
絡
く
だ
さ
い
リ
 

た
ば
こ
は

市
内
で
 

【貝
い

ま
し

よ

う

田
張
、
旅
行
の
と
き
の

た
ば
こ
は
地
元
で
 

・

ぶ
ど
う
・
り
ん
ご
で

i
ー
 

酒
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
に
 

ぷ
ど
う
や
り
ん
ご
で
酒
を
造

る
こ
と
は
、
密
造
酒
と
な
り
ま

す
か
ら
、
罪
づ
く
り
と
な
ら
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
よ
り
。
 

◆
家
庭
で
造
っ
て
 

◆
よ
い
果
実
酒
 

う
め
、
み
か
ん
、
す
も
も
、
 

い
ち
ご
、
に
ん
に
く
、
く

こ
、
 

し
そ
、
く
わ
、
ま
た
た
び
．
と

ち
、
さ
る
な
し
、
ぐ
み
 

（
税務
署
）
 

尾
）
 

▽
二
等
賞
 
成
田
聖
治

（
中

泉
）
、
長
内
義
雄
（
中
泉
）
、
 

小
野
竹
勝
（
前
落
）
、
山
内
盛

雄
（
前
落
）
、
 

▽
三
等
賞
 
小
田
桐
長
蔵
（
 

水
野
尾
）
、
今
正
一
（
中
泉
）
 

佐
藤
定
一
（
桜
田
）
 
伊
藤
博

治
（
俵
元
）
、
山
口
智
巧
（
前

落
）
吉
岡
浩

（川
山
）
、
阿
部

直
栄
（
原
子
）
、
蒔
田
謙
逸
（
 

二
本
柳
）
、
阿
部
信
行
（
羽
野

木
沢
）
、
今
春
美
（
浅
井
）
山

内
義
雄
（
前
池
）
 
工藤
日
出
吉
 

（
浅
井）
、
東
久
次
郎
（
稲
実
 

）
、
太
田
雅
夫
（
唐
笠
柳
）
 

▽
努
力
賞
 
山
内
石
太
郎
（
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